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D i s c o v e r  O s a k i

お・ら・ほ・の・ま・ち地域発

自分の住む地域を「おらほ」というと、親しみや愛着を感じませんか。

おらほの地域づくり、おらほの隠れた名所、おらほのおいしい特産

品、おらほの伝統のまつり、おらほのイベント・・・。

そんな、愛してやまない「おらほの地域」を発信します。

岩 出 山 発

　

７
月
２
日
、
田
尻
中
学
校
校
庭

に
お
い
て
、
平
成
29
年
度
大
崎
市

消
防
団
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

気
温
30
度
を
超
す
猛
暑
の
中
、
大

崎
市
消
防
団
員
1
4
0
0
人
が
参

加
し
、
機
械
器
具
点
検
や
部
隊
訓

練
、
ポ
ン
プ
操
法
、
分
列
行
進
な
ど

の
各
種
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

大
崎
市
消
防
団
演
習
は
2
年
に

1
度
、全
地
域
の
団
員
が
集
結
し
、

地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、

消
防
意
識
・
技
術
の
向
上
を
目
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。定
期
的
な
訓

練
と
点
検
が
、万
が
一
の
災
害
時
に

市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
個
々

の
力
、組
織
の
力
を
培
い
ま
す
。

　

ま
た
、
9
月
30
日
に
秋
田
市
で

開
催
さ
れ
る
「
第
23
回
全
国
女
性

消
防
操
法
大
会
」
に
、
宮
城
県
代
表

と
し
て
出
場
予
定
の
女
性
消
防
団

員
が
、
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
を
披

露
し
ま
し
た
。
女
性
団
員
は
4
月

か
ら
訓
練
を
始
め
、
こ
れ
ま
で
に

20
回
を
超
え
る
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
初
め
て
の
演
習
参
加
で
訓

練
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
そ

の
洗
練
さ
れ
た
動
き
に
、
会
場
内

の
2
8
0
0
を
超
え
る
瞳
が
釘
付

け
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
全
国
大

会
で
の
女
性
団
員
の
活
躍
が
大
い

に
期
待
さ
れ
ま
す
。

地
域
の
安
全
を
守
る

大
崎
市
消
防
団
演
習

　

7
月
4
日
、
職
場
体
験
学
習
で

吉
野
作
造
記
念
館
へ
訪
れ
た
古
川

中
学
校
2
学
年
の
生
徒
3
人
が
、

「
子
育
て
の
昔
と
今
」
の
展
示
品
の

紹
介
文
と
パ
ネ
ル
づ
く
り
を
行
い

ま
し
た
。

　

職
場
体
験
学
習
と
は
、
市
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
職
場
・
事
業
所
に
分
か

れ
、
実
際
に
自
分
た
ち
が
仕
事
を
体

験
す
る
学
習
で
、
古
川
中
学
校
2
年

生
全
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

吉
野
作
造
記
念
館
で
は
、
毎
年
古

川
中
学
校
の
生
徒
を
受
け
入
れ
て

お
り
、
3
人
の
生
徒
た
ち
は
受
付
と

児
童
文
学
の
紹
介
文
の
作
成
を
行

い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
3
つ
の
児
童

文
学
の
資
料
が
配
ら
れ
、
内
容
を
理

解
し
な
が
ら
読
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
見
た
人
が
分
か
り
や
す
く
、

関
心
を
持
ち
や
す
い
よ
う
な
内
容

を
３
０
０
字
か
ら
3
5
0
字
以
内

で
ま
と
め
る
と
い
う
条
件
で
、
児
童

文
学
の
紹
介
文
の
パ
ネ
ル
を
作
成

し
て
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
お
客
さ
ん
と
接

す
る
楽
し
さ
や
、
仕
事
の
難
し
さ

を
実
感
で
き
た
体
験
で
し
た
。
紹

介
文
は
吉
野
作
造
記
念
館
に
８
月

６
日
ま
で
展
示
さ
れ
る
予
定
な
の

で
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。　

職
場
体
験
で
働
く
こ
と
の
楽
し
さ
や

厳
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た

岩出山の空に浮かぶ熱気球（右）
と搭乗体験を楽しむ来場客（左）

あ・ら・伊達な熱気球 デビュー！
　7月1日、岩出山地域池月地区にある「あ・ら・伊

達な道の駅」で熱気球係留搭乗体験がスタートし

ました。

　高さ約30m、重量が721 ㎏もの熱気球は、東北

でも最大級の大きさです。約20m上昇するバス

ケットには約5人まで搭乗が可能で、鳴子温泉地

域や岩出山地域など、世界農業遺産認定を目指し

ている広大な大崎耕土を臨むことができます。

　搭乗体験は、毎週金曜日から月曜日の８時30

分から10 時30分まで毎週開催されます。（天候に

よって中止する場合があります）

行きつけの店も、初めての店も、楽しいお酒で乾杯

　7月15日、古川地域中心部の飲食店街で、おおさきはしご酒ラリー

が開催され、約300人がお酒を楽しみながら交流を深めました。この

催しは今年で4回目となり、古川東大崎地区振興協議会を中心とし

た実行委員会が、地域の活性化や交流などを目的に開催しています。

　参加者たちは、居酒屋やスナックなどの飲食店42店舗のうち指定

された5店舗を1軒ずつ巡り、各店舗で提供される「はしご酒特別メ

ニュー」を楽しんだり、居合わせた参加者同士で会話を弾ませていま

した。ラリー終盤に、ほろ酔いの足取りで歩いていた3人組は「初め

てのお店に行けるのも楽しいね」と、次に指定された店の場所を探し

ていました。▲居合わせた参加者同士で乾杯！

7
月
の
主
な
出
来
事

2
日

●

大
崎
市
消
防
団
演
習

5
日

●

大
崎
市
道
路
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
出
発
式

●

優
良
工
事
表
彰
授
与
式

●

藤
岡
奈
穂
子
選
手
・
世
界

タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
大
崎
大

会
実
行
委
員
会

6
日

●

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

推
進
大
会

8
日

●
「
宝
の
都（
く
に
）・
大
崎
」

2
0
1
7
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
発
売
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

10
日

●

大
崎
市
の
花
・
木
・
鳥
等
普

及
事
業
に
関
す
る
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議

14
日

●

大
崎
市
総
合
計
画
審
議
会

16
日

●

新
図
書
館
内
覧
会

20
日

●

新
図
書
館
開
館

●

新
図
書
館
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー

●

大
崎
市
農
業
委
員
会
総
会

22
日

●

宮
城
大
学
移
動
開
放
講
座

開
講
式

28
日

●

お
お
さ
き
中
学
校
生
徒
会

サ
ミ
ッ
ト

2017

晴天の中、楽しむカヌー体験
　7月8日、松山地域下伊場野地区にある水辺の

楽
がっこう

校河川敷で、下伊場野小学校の全校児童20人と

保護者がカヌー体験を行いました。

　親子でのカヌー体験は初めての取り組みで、講師

からライフジャケットの正しい着方、自然に親しむ

安全な遊び方などを教わりました。初めは思い通り

に動かせなかったカヌーも、だんだん慣れてくると

自在に動かせるようになって、川の流れにまかせた

り、上流に向かって力いっぱい進んだりと、親子で大

はしゃぎしながらカヌーを楽しんでいました。

▲安全な川遊びの楽しみ方を教わり、スイスイとカヌーを
を漕いでいました。

▲水の勢いに負けず、力強くホースを操
作する女性消防団員

▲地域の安全を守る消防団員1,400人が集結

▲

宮
城
県
物
産
振
興
協
会
の
優
秀

技
能
者
表
彰
を
受
け
た
、
漆
職
人

の
佐
藤
建
夫
さ
ん（
右
）

松 山 発

古 川 発

▲児童文学の資料を読み、理解を深め
る生徒たち

市役所で広報紙づくりを体験した、古川中

学校2年生の角田瑞季さん(写真：右)と岡千

智さん(写真：左)。取材から編集まで、ひとと

おりの作業を体験しました。

この記事はわたしたちが作成しました


